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初
日
に
は
藤
本
町
長
よ
り
、
こ
の
地

で
暮
ら
す
こ
と
、
生
活
を
す
る
こ
と
、

家
族
と
過
ご
す
こ
と
、
歴
史
、
文
化
、

芸
術
、
自
然
を
感
じ
る
楽
し
い
島
。
災

害
や
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
危
機
対
応
に
も

取
り
組
む
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
し
、
住
環
境
や
仕
事
の
充
実
、
町

民
の
多
様
性
を
認
め
る
よ
う
な
あ
ら
ゆ

る
世
代
の
人
が
住
み
た
く
な
る
、
住
み

続
け
た
く
な
る
よ
う
な
住
み
た
い
島
。

最
後
の
「
い
き
た
い
」
に
は
２
つ
の
意

味
が
あ
り
、
長
生
き
し
て
良
か
っ
た
と

感
じ
る
高
齢
者
福
祉
の
充
実
で
あ
り
、

利
用
し
や
す
い
医
療
と
福
祉
の
提
供
や

活
用
し
や
す
い
公
共
交
通
の
充
実
を
は

か
る
生
き
た
い
島
、
も
う
一
つ
は
、
多

く
の
人
に
周
防
大
島
に
遊
び
に
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
交
流
人

口
と
関
係
人
口
の
増
加
を
目
指
し
、
農

林
水
産
業
や
商
工
業
、
観
光
業
の
充
実

に
よ
り
周
防
大
島
ブ
ラ
ン
ド
を
手
に
で

き
る
行
き
た
い
島
。

「
た
の
し
い
島
、
す
み
た
い
島
、
い
き
た

い
島
」
を
町
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
、
こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
所
信
表
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
①
行
政
改
革
等
に
つ
い
て
、

②
米
軍
岩
国
基
地
関
連
に
つ
い
て
の
行

政
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
に
提
出
議
案

の
説
明
を
受
け
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
4
ペ
ー
ジ

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
各
特
別
委
員
会
委
員
を
選
出

し
ま
し
た
。（
６
ペ
ー
ジ
）

　

21
日
の
一
般
質
問
に
は
６
名
の
議
員

が
登
壇
し
、

○ 

新
田
健
介  

議
員
（
8
ペ
ー
ジ
）

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難
所
開
設
に

　

関
し
て
の
進
捗
状
況
／
出
張
所
（
椋

　

野
）
の
閉
鎖
／
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

／
廃
校
の
利
活
用

○
田
中
豊
文  

議
員
（
9
ペ
ー
ジ
）

　

役
場
の
組
織
改
革
と
人
づ
く
り
／
病

　

院
再
編
計
画
の
実
行
と
労
働
環
境

○
山
根
耕
治  

議
員
（
10
ペ
ー
ジ
）

　

生
活
に
か
か
わ
る
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

　

ク
チ
ャ
ー
や
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

の
住
民
か
ら
の
意
見
収
集
と
そ
の
反
映

○
白
鳥
法
子  

議
員
（
11
ペ
ー
ジ
）

　

出
産
・
子
育
て
支
援
／
公
共
交
通
の

　

充
実

○
竹
田
茂
伸  

議
員
（
12
ペ
ー
ジ
）

　

公
立
病
院
経
営
の
在
り
方
／
地
方
公
共

　

団
体
行
政
事
務
の
民
間
活
力
の
導
入

○
吉
村　

忍  

議
員
（
13
ペ
ー
ジ
）

　

イ
ノ
シ
シ
対
策
／
地
域
公
共
交
通
／

　

不
法
投
棄
対
策

に
つ
い
て
、
多
く
の
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
終
日
の
23
日
に
は
、
初
日
に
質
疑

を
行
っ
た
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す

る
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
討
論
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
交
付
金

事
業
に
対
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
第

10
号
に
つ
い
て
、
質
疑
・
討
論
・
採
決

が
行
わ
れ
、
本
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た

全
て
の
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
の

う
え
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

代
表
監
査
委
員（
識
見
を
有
す
る
者
）

大
原
秀
三 

氏 （
新
任
）

藤
本
町
長

　
　
所
信
表
明

新
し
い
監
査
委
員
の
紹
介

監
査
委
員（
議
会
選
出
）

新
田
健
介 

氏 （
新
任
）

　

そ
の
責
務
の

重
大
さ
、
そ
し

て
責
任
の
重
さ

に
、
改
め
て
身

の
引
き
締
ま
る

思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
甚
だ
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
諸
先
輩
方
の
こ
れ
ま
で
の
ご

功
績
を
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
、
私
自
身
も

し
っ
か
り
と
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
４
回
定
例

会
に
お
い
て
選

任
の
同
意
を
得

て
12
月
19
日
か

ら
４
年
間
の
任

期
の
監
査
委
員
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
令

和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
の
地
方
自
治
法

の
改
正
に
伴
い
監
査
委
員
監
査
に
つ
い
て
も

考
慮
す
べ
き
事
項
が
多
々
あ
り
ま
す
。
地
方

自
治
法
改
正
の
目
的
を
十
分
に
理
解
し
、
効

率
的
な
監
査
等
を
実
施
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
先
ず
は
現
状
把
握
を
職
員
の

皆
様
の
御
理
解
、
御
協
力
を
得
て
早
急
に
行

い
、
町
民
の
皆
様
の
福
祉
の
増
進
に
少
し
で

も
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


